
こどもたちは、さまざまな活動を 通じて学び、成長しています！
目標を持ち、仲間と力を合わせ、努力するこどもたち。今回は、中でも全国の大舞台で活躍した
こどもたちへインタビュー。本市の学校で頑張るこどもたちの一部を紹介します。

Q.インターハイの男子チームパシュートで
　優勝できた勝因は？

熊本県勢の悲願！
初の団体優勝に輝く
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チームパシュート
左から順に植本 健新さん（３年・キャプテン）、
中島 拓海さん（３年）、遠山 愛磨さん（３年）、
奥村 圭志さん（３年） ※大会当時の学年です

第23回創造アイデアロボットコンテスト全国中学生大会で審査員特別賞受賞！
五霊中学校 三原色チーム

植本　ズバリチームワークです。本当にキツイ練習をみんなで乗
り越えたので、口にしなくてもそれぞれの状態が手に取るように
わかるようになり、レース中もカバーし合いながら積極的に攻め
られました。
中島　実際インターハイでは、僕が先頭でチームを引っ張らない
といけない時にペースが落ちてしまったのですが、２番手を走っ
ていた奥村くんが素早く状況判断をして前に出て引っ張ってくれ
ました。あの時、すぐに対応してくれていなかったら優勝を逃して
いたと思います。
奥村　中島くんが遅れた時は本当に焦りましたし、正直僕もきつ
かった。でも、練習量だけは他校に負けていない自信がありまし
たから、「あとは自分に負けず耐え切ったら、絶対優勝できる」と
いう思いで力強くペダルを回し続けました。
遠山　「負けず嫌い」というのが僕たちの強み。実力が拮抗してい
る４人が切磋琢磨し高め合えたから、みんなが成長できたと思う。

Q.日本一をめざす中で監督に言われて
　印象に残っていることは？
中島　「勝利への逆算をしろ」という教えです。僕たちは「インター
ハイのチームパシュート優勝」という目標を設定し、「達成するため
には今、何をするか」を常に考えながら練習をしました。この考え
は、今後もあらゆる場面で生かされると思います。
奥村　しかも監督は自主性を大事にしてくれるので、練習メニュー
は各自で決めて、監督に相談し実行する流れ。目標と今の立ち位
置を俯瞰的に捉えて的確な内容になっていなかったらダメ出しが
出ますから、冷静な自己分析力が身についたと思います。
遠山　僕は「心技体の心と技術は大会直前でも補えるけど、体は
日頃の練習で積み上げるしかない」という言葉が印象に残ってい
ます。地道に努力する姿勢が身につきましたし、これからも「やった
ことが結果につながる」と信じて挑戦したいです。
植本　入学当初は体が小さく体力もなかった僕たちが優勝でき
たのは、練習に打ち込める環境を作ってくれた監督や家族のおか
げです。後輩にも感謝の気持ちを忘れず、全力で楽しんでほしい。

生徒の実力を引き出す指導法・教育論とは？

目標から逆算した練習で
勝利をつかむ

千原台高校
南 弘一 校長

学校教育目標は
「一生懸命はカッコイイ！」

本番をイメージし必死でペダルを回す
部員と、見守る監督。

余力ゼロまで追い込む練習法は本番
さながら。

毎日の練習メニューはそれぞれが
考え監督に相談。

自分の課題と向き合い黙々と練習
を重ねる。

　目標達成というゴールから逆算し、必要な手助けをするのが
監督の役目。ですから、インターハイ優勝など高い目標を掲げる
生徒は、おのずと超ハードなトレーニングになります（笑）。逆算
のいい点は、ゴールまでにチェックポイントをいくつか設定し、
「ここでこうなっていないと目標達成は難しい」と具体的に示せる
ことです。途中経過をみて達成できなければ奮起し、達成できれ
ば自信につながる。モチベーションを落とすことなく前に進むこ
とで、やり抜く力をつけてほしいです。

　技術家庭を担当する先生の呼びかけで集まったメンバーがチームを結成
し、毎年挑戦しているアイデアロボットコンテスト。自主性を重んじる先生が
こどもたちの主体的な活動を支え続け、令和５年度、審査員特別賞を受賞。
この大会は、コート内に置いてあるカラーボールを時間内に多くゴールに
入れたチームの勝ち。ロボットは規定のサイズ内なら形状は自由です。
　「決められたルールの中で『これなら勝てる！』という答えを探す作業は簡
単にはいきませんが、仲間たちと一つひとつ壁を乗り越える達成感が最
高!!」と口をそろえるメンバー。諦めずに改良を重ねることが目標達成につ
ながることを学びました。

　目標を持つこと、そして達成するために努力することは、とて
もかっこいいということを、まずは生徒たちに教えています。そ
の上で令和５年度の年間スローガンを「チャレンジ、チェンジ、
チャンス」の３Cに設定し、生徒たちを鼓舞してきました。チャレン
ジすると自分が変わる（チェンジ）、そうすると新しいチャンスが
目の前に舞い込み、また新しいチャレンジにつながると思いま
す。主体的に考え行動することが挑戦につながるので、皆さんも
心がけてみてください。

（教育政策課　☎096-328-2704）

第76回 全日本合唱コンクール全国大会で２校同時に銀賞受賞の快挙！

全国大会入賞作品の紹介

日吉中学校 
音楽部

令和5年度全国学生書写書道展
全国連合小学校長会長賞 受賞
城南小学校 １年

有川 真凛さん

いい声、いい顔、いい心で、今年も全国をめざす！

チームワークでつかんだ勝利

　「合唱は愛」を伝統のスローガンに掲げる日吉中学音楽部。全
国のステージで見事な歌声を披露し銀賞を受賞。さらにこの結
果が『声楽アンサンブルコンテスト全国大会』の推薦につながり、
３月には福島県の空に美しい歌声を響かせてきたそうです。素晴
らしい結果を残せた要因を生徒たちに聞くと、「普段の生活から
『素直な心』を意識することが『いい声』につながるという、顧問
の先生の教えを徹底したこと」という答えが返ってきました。人間
力と歌声にますます磨きをかけ、今年も全国をめざします。

本市では、「豊かな人生とよりよい社会を創造するために、自ら考え主体的に行動できる力を育む」を基本理念に教育
行政に取り組んでいます。この基本理念を含めた教育振興基本計画・教育大綱は、市ホームページに掲載しています。

　「のびのびと書きましょう」という教
えを大切にしています。字がきれいに
なると読み書きも好きになって、「文章
を作るのも上手ね」とほめられるように
なりました。

令和5年度世界平和記念
ポスター・標語展 入選
力合小学校 6年

中村 心和さん

　修学旅行で長崎を訪れる前に、平和
について考えたくて出展しました。「隣
の人、国を大切に思う気持ちが世界平
和につながる」という思いを大切にして
いきたいです。

出水中学校 
合唱部

感謝の気持ちを歌声に乗せ、もう一歩高みへ
　６年前に創部された比較的若い部ですが、２年連続で全国に出
場。初出場の令和4年度は銅賞、令和5年度は銀賞と着実に力を
つけています。「部のモットーは自立、徹底、謙虚、明るさ。周りの
方々への感謝の気持ちを大切に、『応援したい』と思ってもらえる
ような部をめざしました」と、部長の太田 彩英さんは振り返ります。
基礎の体づくりから徹底的に取り組み、「どこに響かせるか」を意
識したことで厚みのある上品な歌声に変化。悲願の全国大会金
賞受賞に向け、さらなる成長をめざします。

千原台高校 自転車競技部とはー
創部25年目。23年連続で全国高校
総体（インターハイ）出場を果たす実
力校。同部OBの滿田 光紀監督が着任
して３年目の令和５年８月に開催さ
れたインターハイで、「自転車男子
チームパシュート（4000m団体追い
抜き）」優勝、男子自転車スクラッチ
（個人・植本 健新さん）優勝という輝か
しい成績を残す。
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